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延岡市社会教育課

社会教育係

７名

〇子どもセンター

〇人権・同和教育

〇自治公民館

〇女性団体

〇放課後子ども教室

〇地域学校協働活動

〇地域寺子屋

青少年家庭教育係

５名

〇青少年教育

・はらはらわくわくふるさと

体験隊

・青年講座

〇体験活動

〇家庭教育

〇成人式

〇ジュニアリーダー

〇社会教育関係団体

〇少年団体指導員

センター事業係

７名

〇成人教育

・市民大学

・外国語入門講座

・郷土に関する講座

・高齢者講座

〇社会教育センター受付

〇予算、庶務



延岡市の生涯学習主催講座

親子体験活動 青年講座

市民大学

少年体験
「はらはらわくわく
ふるさと体験隊」

のべおか郷土塾

韓国語初級入門講座

英会話入門講座

人権セミナー

高齢者講座
「さわやか
カレッジ」



各講座の申し込み状況

〇子どもセンター

親子体験活動

・7月2日（日）

20/43家族

・8月5日（土）

16/29家族

・10月7日（土）

40/69人

・12月9日（土）

80/313人

〇少年体験活動（小学生）

60/132人

〇青年講座（19～35歳程度）

・9月30日（土）

20/18人

・10月15日（日）

30/27人

・11月18日（土）

20/31人

・1月17日（水）

100/23人

〇市民大学

100/56人

〇外国語入門講座

・韓国語

昼25/35人

夜25/91人

・英会話

24/34人

〇郷土に関する講座

25/27人

〇高齢者講座

120/99人

※定員/申込数



障がい者の学校卒業後の学びの視点から

延岡市の公民館講座

R2 県生涯学習課実施のアンケート調査協力（実態把握）

R3 コンソーシアム連携協議会参加

事業の必要性の確認、実施方法の模索

R4 コンソーシアム連携協議会参加

障がい福祉課との連携

親子体験活動において特別支援学校にチラシ配付

R5 講座スタート

派遣指導主事配置



月日 R5スケジュール

4月 出水校長先生（しろやま支援学校）との偶然の出会い

実施方法検討

5月 9日 県生涯学習課、市障がい福祉課との協議

5月11日 打ち合わせ（しろやま支援学校）

5月15日 概要提出

7月 3日 協力依頼（しろやま支援学校）

7月13日 第1回コンソーシアム連携協議会

7月19日 打ち合わせ（しろやま支援学校）

8月 1日 日程決定、チラシ作成開始

8月21日 チラシ配付

8月25日 第2回コンソーシアム連携協議会

8月28日 募集開始（～9月11日）

9月23日 第1回講座実施

事業計画作成

日程、内容等検討



共生社会を目指す生涯学習講座

目標

〇 学校卒業後の障がいのある人の生涯にわたる
学びの充実を通して「誰もが、共に学び、生きる
共生社会の実現」を図るため地域の関係機関と
連携して生涯学習支援体制の構築

市民がまん中 市民力・地域力・都市力が躍動するまち のべおか
４ 一人ひとりを大切に育む人づくり

「誰もが、共に学び、生きる共生社会の実現」

すべての世代の向上心を大切にする生涯学習・社会教育 ～学習機会の拡充～

現状

〇 学校教育においては特別支援教育が充実し多様な展開がな
されているが、卒業後に安心して学ぶ機会、繋がりの場が少な
い

〇 「いつでもだれでも学ぶことのできる学習環境の充実」を目指
してきたが、学習機会にアクセスすることが可能な人が対象と
なっている

Step1 学ぶ場の設定

Step2 誰もが学ぶ場の設定

Step3 誰もが、共に学ぶ場の設定



いつ開催する？



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

1 高齢者教室 Jリーダー

2 韓国語
英会話 公開講座 市民大学 インリーダー

3 インリーダー 高齢者 Jリーダー インリーダー 青年講座
子ども会

4 インリーダー 韓国語
英会話 親子体験

5 韓国語

6 高齢者 Jリーダー

7 韓国語 英会話 親子体験 成人式

8 少年体験 英会話

9 選挙 Jリーダー 韓国語 インリーダー 少年体験 高齢者 親子体験

10 女性学級 少年体験 英会話 少年体験
Jリーダー

11 少年体験

12 韓国語 高齢者 少年体験

13 インリーダー 高齢者 Jリーダー Jリーダー

14 韓国語 高齢者
市民大学

郷土塾
市民大学

かねのね

15 青年講座

16 Jリーダー インリーダー 公開講座
少年体験

17 家庭教育 青年講座 公開講座

18 Jリーダー 韓国語 青年講座

19 韓国語 高齢者
市民大学

インリーダー

20 人権講座 高齢者 子ども会

21 Jリーダー 高齢者 韓国語 少年体験 子ども会

22 高齢者

23 選挙 子ども会 韓国語 かねのね かねのね

24 高齢者

25 Jリーダー 韓国語 Jリーダー インリーダー

26 韓国語 公開講座 高齢者

27 隊員研修 Jリーダー 高齢者 親子体験

28 少年体験 韓国語 韓国語 市民大学
郷土塾 少年体験

29 高齢者 インリーダー

30 韓国語 韓国語 青年講座

31 高齢者



何をする？



延岡市
生涯学習
人財バンク

創作活動は
人気が高い傾向

〇多肉のデコパージュ
〇運動

座って
参加できる



募集、どうする？

北部地区
コンソーシアム委員

作業療法士

言語聴覚士

企業
（特例子会社）

支援学校教諭
市障がい福祉課

障害者者就業・生活支援センター地域福祉コーディネーター

チラシ
配りますよ

講師
紹介しますよ

直接声かけ
しますよ

SNS発信
しますよ

スマホ
申し込みも
大丈夫



チラシ、どうする？

何の講座？

デコパージュ？

どこでする？



会場、どうする？
どう並べる？

定員は何人？
活動しやすいのは？



スタッフ、どうする？
ボランティアスタッフを募る
〇 しろやま支援学校職員
→1名

〇 コンソーシアム委員（九州保健福祉大学職員）
→3名

〇 九州保健福祉大学ボランティアセンター
→4名



第1回講座

講座１ 多肉のデコパージュ
11名参加

① デコパージュ紙を選ぶ
② 鉢にデコパージュ紙を貼る
③ 土を入れる
④ 多肉植物を配置する

⑤ 色付き石、木片等で飾る



第1回講座
講座2 みんなで楽しくカラダを動かそう

9名参加
① ストレッチ
② リズム体操
③ ゲーム



第1回講座 参加者の感想（原文ママ）

満足度 多肉のデコパージュ

５ 〇 作業は難しく手伝ってもらいながらだったけど、好きな絵を選べて植物も手が汚れず挿すだけ
だったから。

５ 〇 多肉植物を自由に鉢に植えられたからです。

５ 〇 九州保健福祉大学生徒さんたちと交流ができてすごく楽しかったです。

５ 〇 全部楽しかった。
〇 最後のハートのピックを刺したときが一番うれしかった。

５ 〇 色々な種類の多肉植物を自由に鉢に植えられたのが、とても楽しかったです。

満足度 みんなで楽しくカラダを動かそう

５ 〇 全部。

５ 〇 体を動かすことが好きだから。

５ 〇 普段、運動しないのでとても楽しく体を動かせて良かったです。

５ 〇 普段、運動をしないので音楽に合わせて体操やダンスをして体を動かしたのでとても楽しかっ
たです。

５ 〇 全部。

５ 〇 体を動かすことが好きだから。



第1回講座 参加学生の感想
満足度 多肉のデコパージュ

５ 〇 初めて多肉のデコパージュをしたけど簡単だったし、とても可愛い物を作ることができて嬉し
かったから。

５ 〇 周りの人の作品を見て、感想を言い合うことができたから。

５ 〇 参加をしている皆さんがとても真剣に取り組んでいて楽しそうにしていた為。

５ 〇 参加者と一緒に、コミュニケーションを取りながら楽しく作品を作れたから。

５ 〇 いろんな方と楽しくお話しできたから。

５ 〇 初めて多肉のデコパージュを自分のオリジナルで作成したから。

満足度 みんなで楽しくカラダを動かそう

５ 〇 適度にリフレッシュすることの出来る運動量で楽しむ事が出来たからです

５ 〇 自分1人ではあまり運動する習慣がないけど、みんなと音楽に合わせて体を動かしたり、ゲー
ムをすることができたから。

５ 〇 音楽に合わせて体を動かすことが楽しく、自然と笑顔になることができたから。他の参加者と
も会話をすることができて良かった。

５ 〇 みんな楽しそうに身体を動かしていた為

５ 〇 みんなで楽しく体を動かすことができたから

５ 〇 講師の先生が明るくて、楽しかったから。



第1回講座 スタッフの感想
〇 自然と笑顔になれる講座内容、雰囲気がとても印象的な会だった。

〇 障がいの有無に関係なく、「みんなで楽しむ」、「みんなで学ぶ」場で、時間があっ

という間に過ぎた感じがした。

〇 保護者の方とお話する中で「休日に今回のような機会があるととても有難い。」

「親から離れて、楽しそうに参加している様子が見れてうれしかった。」と言われた。

〇 知り合いがいることが参加のきっかけになるようである。

〇 話すことを苦手とする方には、今回の講座内容は良かった。

〇 参加者同士、常に交流していなくても、一緒に講座を受けるだけで良いと思った。

● より多くの方（より広い年齢層や様々な障がい種別、例えば精神障がいや重症

心身障がい、視聴覚障がいなど）が参加されるような広報が出来るとよい。

● 開始前に参加者の自己紹介の時間（アイスブレイクの時間）があると、もっとお

互いの交流ができるのではないか。

● 今回は、知的障がいのある方々が多かったので、本人が記入する場合はルビ等

があり、わかりやすい表現で書かれた紙ベースのアンケートも必要。

● 参加者の家族から、広報の方法について、もう少し早く、必要な人に案内が届く

ようになるとよい。との意見があった。



〇 どんな講座を行うか

→ 広い会場に手弁当でステージ発表をのんびり楽しむ

→ ブースを設け、好きな所に参加する

〇 どこで行うか

→ しろやま支援学校体育館

〇 当日の対応

→ 申込時に障がいの種類をたずねる

〇 アンケート回収率を上げる手立て

→ 紙媒体でアンケートを実施する

第2回に向けて



第2回講座 11月23日（木・祝）実施

講座1 楽しい運動 25名参加

講座２ フラワーアレンジメント 19名参加

講座３ 防災 31名参加

講座４ メイク 8名参加

講座５ ダンス 20名参加

講座６ X’masの飾り 22名参加
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申込時の要望（配慮が必要な事項）

〇 車いすで参加します。
〇 わかりやすく説明してください。

〇 大人数の中に入ることが難しいと思いますが、雰

囲気だけでも体験させたいと思いますのでよろし
くお願いします。

〇 導尿のためのベッドが必要です。

〇 手話通訳をお願いします。
〇 場面緘黙なので筆談でお願いします。

申込数52名



第2回講座 参加者の感想（原文ママ）
満足度 講座 感想

５ 運動 〇 全部が楽しかったです

５ 運動 〇 体を動かせた所

５ 運動 〇 最初のキツネダンスが楽しすぎました

５ フラワー 〇 あたまでかんがえてがんばってつくることができました。

５ フラワー 〇 花を自由に生けるところ。先生が優しく教えてくれたから。

4 フラワー 〇 ダンスの講座と同じだったのでうるさかった。

５ フラワー 〇 子供と別に講座が受けれるのがよかったです。

５ 防災 〇 スリッパを作ったのが楽しかった。防災食を食べたこと。

５ 防災 〇 防災食を試食することができてよかった。また、市危機管理課の説明や、スリッパ作
成などあってよかった。

５ メイク 〇 楽しかったというか難しかったところは、眉毛の書き方のイメージをするところです。

５ メイク 〇 動画でみるよりちょくせつきいたほうが分かりやすかったです！

５ メイク 〇 とってもメイク、勉強になりました

５ ダンス 〇 普段できないことを体験できたので楽しかった

５ ダンス 〇 ステップを踏みながら手を付けてダンスは難しかったですが、とても楽しく踊れました。

５ ダンス 〇 くり返し教えていただきちょっとマスターできた

５ X’mas 〇 全部 かわいいツリーが出来ました

５ X’mas 〇 皆と一緒にできれて楽しかったです



第2回講座 スタッフアンケート

良かった

良かった

良かった

良かった

良かった

良かった

良かった

改善が必要

改善が必要

改善が必要

改善が必要

改善が必要

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

広報方法

実施日

実施時間

プログラム内容

準備

参加者対応

当日運営

運営内容等について



第2回講座 スタッフの感想

〇 多くの講座を用意してもらったので、参加者の選択肢が広がった。みなさんそれ

ぞれ楽しんで満足されていた。

〇 作業などが分からない方にスタッフが補助に入っていたのが良かった。

● 前日までにもう少し具体的な内容、担当役割など事前打ち合わせがあれば効

率が良いと感じた。

● 役割分担、プログラム内容の詳細が分からず、一度打ち合わせが必要である。

● お昼のコンサートが始まる時間と講座の時間がかさなっていたので、受講者の

方々もコンサートが気になっている様子だった。講座が終わってからコンサートが

始まるとよかった。

● 一般の方の参加がもっと多くても良い。

● ネット等で調べても情報が出てこなかったので、知る機会が少ないのでは無い

か。

コンソーシアム委員8名、支援学校職員9名、市職員5名、大学生2名、
高校生1名、ボランティア団体2名 計27名



第３回講座 1月14日（日）実施

講座1 バスボム 12名参加

講座２ ZUMBA 14名参加

体 験 ハンドマッサージ 4名参加

改善、配慮事項
〇 第2回に実施できなかった
ハンドマッサージ体験を実施
〇 延岡市HP掲載
〇 グループ形式



第3回講座 参加者（家族含む）の感想
（原文ママ）

満足度 講座 感想

５ バスボム 〇 作ったとき色のにおいもありまぜながら水をたすとすぐにぶくぶくと上がって少しおも
しろかったです。何分か後にしっかりと色もこゆくかたまることもできました。

５ バスボム 〇 好きな色＆香りを選んで型に入れたりしたことです。
〇 同じグループの人と楽しくお話しながら作れたので、とても良かったです。

５ バスボム 〇 まぜる時（が楽しかった）

５ バスボム 〇 水をかけるのが楽しかったです！！

未回答 バスボム 〇 余暇のすごし方が増えるので、続けて行って欲しい。

未回答 バスボム 〇 参加決定メールが届くのが遅い。

５ ZUMBA 〇 すごく話しやすく分かりやすく皆さんに合わせてもらいすごく楽しかったのでまた参加
したいです。

５ ZUMBA 〇 振り付けが難しかったですが楽しくダンスができました。振り付けが難しくついていけ
ない事がありましたがとても楽しくダンスができました。

５ ZUMBA 〇 ダンスにしては難しい部分にもなりましたけど、すっごくおどるだけで楽しかったです。
またいつかやってみたいとおもいます。

５ ZUMBA 〇 全部楽しかった。特にアイーンポーズ。

５ ZUMBA 〇 初めての音楽、大きく動くところが楽しかった。

未記入 ZUMBA 〇 たくさん体を動かしたこと。



第3回講座 スタッフの感想

〇 にぎやかな雰囲気の中で活動出来た。皆さん笑顔で参加されていた。

〇 普段体験できないことを様々な講座を通して経験することができ、とても良かっ

た。

〇 スタッフの人数、人材共に十分で参加する側は安心できると感じた。

〇 バスボムでは、グループで「水の量、これくらいかな？」、「いい色だね」、「いい香

りだね」等のやり取りが自然と各テーブルから出ているのが良かった。

● 車椅子で参加された方がトイレを利用しようとした際に、簡易ベットのついた個

室が無かった。保護者の方から車内で大丈夫ですと言われたが、申し訳なかっ

た。

● 広報方法について、参加対象者、人数ともに限定している現状ではOKだが、今

後の展開を考えると効果的な手段を模索する必要がある。

● ZUMBAの際、ボランティアが、車椅子利用者にどのように働きかけをしたら良

いかとまどっていらっしゃる様子があった。 参加者の状態により、どんな働きかけ

を行って良いのか（もしくは禁忌事項？）を開始前に確認できる場があると良い。

コンソーシアム委員6名、支援学校職員6名、市職員2名、大学生4名、
ボランティア団体2名 計20名



今後の展開

★Step2 誰もが学ぶ場の設定

〇 講座の継続

〇 実施日（曜日）の検討

〇 早めの広報

〇 市HPに加え、市公式LINEで広く募集

〇 受益者負担の考えを整理

〇 定員を超えた場合の対応
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